
２０２３～２０２４年度 第１回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 総財務委員会 

開催日時 令和５年４月６日（木）15：30～ 会 場 WEB 会議にて 

出 席 者 

担当副会長 山口英生 
委員長   三村邦彦 
副委員長  平山正義 石渡規由 
委員    星光昭 志村亥三六 高橋康 矢野高 
専務理事  酒井弘幸 
事務局   磯部崇 野口友弘 

 
○山口担当副会長 挨拶 

○三村委員長 議事進行 

 
１．報告事項 

（１）前回議事録の確認 

資料に基づき、前回 3/2 委員会議事録を確認。 

 
（２）財務状況について（事務局より） 

３月期における４会計（一般・事務所登録・共済会・国保）それぞれの収支決算と期末の見込み、 

また、事務所登録の取扱件数が報告された。 

（期末における収支見込） 

一般会計 －2,751,035、登録会計 ＋1,587,832、共済会会計 －184,483、国保会計 －41,740 

 
（３）会員の入退会について（事務局より） 

＜2022 年度分＞ 

＊会員   入会２名、退会１５名 → 今回報告７３９名（※期首からの累計：入会 51、退会 34） 

＊賛助会員 入会０社、退会３社  → 今回報告 ９１社（※期首からの累計：入会 2、退会 6） 

＊特別会友 入会０名、退会１名  → 今回報告  ６名 

＊休会   ３名 → ２名 

＜2023 年度分＞ 

＊会員   入会７名、退会０名  → 今回報告７４６名（※期首からの累計：入会 7、退会 0） 

＊賛助会員 入会４社、退会０社  → 今回報告 ９５社（※期首からの累計：入会 4、退会 0） 

＊特別会友 入会１名、退会０名  → 今回報告  ７名 

＊休会   ２名 → ３名 

 
（４）理事会（3/17）報告（事務局より） 

①2023 年度事業計画および予算について 

→ 3/17 理事会で 2023 年度事業計画ならびに同予算が承認されたことを報告。 

 
次頁へ 

 



 
②2023 年度入会金＆会費６ヶ月間無料キャンペーンの実施について 

→ 3/17 理事会で 2023 年度の実施が承認されたことを報告。 

4/11 支部長会において改めて報告する。 

 
２．審議事項 

（１）理事会上程事項について 

→ 特になし 

 
（２）監査会（5/12）開催について 

    開催通知案について、監事あて、副会長あて、会計事務所あて、それぞれの内容を確認。 

    案の通り、送付することとした。 

 
（３）その他 

→ 特になし 

 
３．検討事項 

（１）次期委員会への引継ぎ事項について 

次期委員会への引継ぎ事項を検討するにあたり、2017 年度以降に総財務委員会が取り組んだ 

事業等の内容を確認。 

（検討結果） 

・今までの取組内容に、コロナ禍におけるリモート会議の導入、講習会受講料の WEB 決済システム 

（ストアーズ）の導入、2023 年度支部交付金廃止を追記する。 

・７月開催に新旧合同委員会を開催し、引継ぎを行う。 

 
（２）各委員会の事業運営（講習会収支等）について（三村委員長より） 

各委員会の事業がなかなか収入に結びついていない。講習会においても講師料が占める割合が大きく、 

また、周知期間が短いなどの理由により結果として収支がマイナスになるケースが見受けられる。 

講師料は内規で定められているが、厳しい収支が予想される場合は柔軟に対応してもよいのでは。 

厳しい財政状況の中、各委員会にはバランス感覚を持って、もう少しお金にシビアになって頂く 

必要がある。 

（意見等） 

・景観・まちづくり特別委員会にあたっては、委員会事業に特殊性や先行投資的な面がある。 

3/14 の講習会は多くの受講者を集めることができなかったが、講習内容の内容はクオリティも高く、 

本来の講師料はもっと高い。今までも色々な自治体や団体から収入を得たりしている。 

時間を要しているが、地道な努力して実を結ぶよう頑張っている。 

支出が多くなっていることは理解している。長い目で見て頂ければ。（平山副委員長） 

 
次頁へ 

 



 
→ 予算を確保したいのはどの委員会も同じである。緊縮財政の中、皆が頑張っている中で、 

特定の委員会だけを考慮するのはおかしい。 

役員が改選されても委員会活動のやり方は踏襲されるので、総財務委員長として投げ掛けて 

頂く必要はあると思う。（山口副会長） 

（検討結果） 

・4/21 正副会長会、統括委員長会において、三村委員長より投げ掛けを行うこととした。 

 
（３）その他 

＊会員関係の届出書式について（三村委員長） 

以前、内容の見直しを図ったが、支部長印の押印を必要とする書式がまだ多く存在する。 

支部長がメールにて提出すれば送受信の履歴が残るため、押印不要で対応できるのではないか。 

支部長の手間を軽減するべく、再度、見直しを図ってはどうか。 

（意見等） 

・世の中の流れの中で、真に必要なものだけを残し、それ以外は省いてよいのでは。（酒井専務） 

（検討結果） 

      ・次回 5/11 委員会で見直し作業を行い、5/16 理事会への上程を目指す。 

 
４．その他 

（１）支部長会（4/11）への要望等について（山口副会長） 

横浜支部においてメールアドレスの利活用を促進したいとの意見があがり、本会にて取扱いに関する 

ルールの明確化を図っていただくよう、4/11 支部長会の際に要望を行う予定である。 

 
（２）次回の委員会開催日程について 

2023～2024 年度 第 2 回 総財務委員会 

 開催日時：2023 年 5 月 11 日（木）15:30～17:00 WEB 会議にて 

 
以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


